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新 年 の ご 挨 拶

堺労働基準協会　会長　深田幹雄

新 年 の ご 挨 拶
堺労働基準監督署　署長　井手 奈津美

新年あけましておめでとうございます。
　深田会長様をはじめ堺労働基準協会
会員企業の皆様におかれましては、健
やかに新年を迎えられましたこと、謹
んでお慶び申し上げます。
　また、旧年中は、当署の業務運営に
格別の御理解、御協力を賜り、厚く御
礼申し上げます。
　さて、昨年は大阪・関西万博が開催
され、オープン時の心配をよそに、国
内外から大勢の来場者が詰めかけ、惜
しまれつつも盛大にフィナーレを飾る
こととなりました。

加えて、万博期間中の9月には、「第
84回全国産業安全衛生大会in大阪・近
畿」が開催され、全国各地から数多く
の参加者を迎え、真剣な学びと交流の

熱気に包まれました。堺労働基準協会
におかれましては、研究発表や特別報
告の発表者として複数の会員企業様が
エントリーいただき、日頃の取組につ
いて情報発信いただくとともに、積極
的に参加の呼びかけを行っていただい
た結果、多数の方々が会場へお運びい
ただき大会を盛り上げていただきまし
たこと、改めて感謝申し上げます。
　昨年の当署管内での労働災害発生状
況を振り返りますと、死亡災害につい
ては、令和4年と比較して、令和9年ま
でに５％以上の減少を達成するには厳
しい状況となりました。「大阪労働局
　第14次労働災害防止推進計画」も
今年で４年目となりますが、目標達成
に向けては、貴会の御協力が不可欠と

新年あけましておめでとうございます。
堺労働基準協会会員事業場の皆様方

におかれましては、お健やかに新年を
お迎えのこととお慶び申し上げます。

旧年中は当協会の運営に格別のご支
援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

昨年は「大阪・関西万博」、「全国
産業安全衛生大会 in大阪・近畿」の開
催にあたりチケットの売れ行きが心配
されましたが、終わってみればいずれ
も成功裏に終わりました。特に「全国
産業安全衛生大会 in大阪・近畿」にお
きましては、会員事業場の皆様にも大
変ご協力をいただきました。改めまし
て、心より御礼申し上げます。

このような催事はある期間英知を
集中させ成功に向けて進めていきます
が、我々が日々取り組んでいる、安

全・衛生の活動はそうはいきません。
マンネリ化を防ぎながら、継続的に訴
えかけていく必要があります。そうい
った観点で考えると、堺労働基準監督
署が主導的に取り組んでおられる各種
「取り組んでまっ堺運動」は大阪らし
いユニークな表現であり、リーフレッ
トなどで大変目を惹きます。皆様の事
業場におかれましても、有効にご活用
いただければと思います。

本原稿を準備しているころ、堺労働
基準監督署長より発出された「職場に
おける死亡労働災害の減少に向けた緊
急要請」を拝受いたしました。労働災
害死亡事故発生の勢いが過去最高に迫
る危機感から災害防止対策の強化を求
める緊急要請でした。本年も死亡災害
の撲滅はもとより、労働災害を少しで

も減らすために引き続き「大阪発・新
4S運動」に取り組んでいきましょう。

当協会としましても、堺労働基準監
督署のご指導とご支援のもと、会員事
業場の皆様方のお役に立つ情報提供や
取り組みを行ってまいりますので、ぜ
ひ積極的にご活用いただき、労働者が
安全で健康に働くことができる環境整
備を推進していただきますようお願い
いたします。

結びに、会員事業場の皆様の益々の
ご発展、そして働く皆様が安全で安心
して働ける職場づくりを心より祈念申
し上げ、新年の挨拶とさせていただき
ます。

存じますので、本年も引き続き労働災
害防止と労働者の健康確保対策の推進
に向けて、よろしくお願い申し上げま
す。
　今年は「丙午」の年です。大阪労働
局のスローガン「誰もが安心して働き
活躍できる元気な大阪」を目指して、
賃金引上げや長時間労働の抑制、労働
保険の適正・迅速な給付などの各種施
策の推進についても目標に向かって駆
け抜けてまいりたいと思いますので、
どうぞ御支援をお願いいたします。
　結びに、貴会の益々の御発展と会員
企業の皆様の御健勝を祈念申し上げ、
新年の挨拶とさせていただきます。
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協会の動き（令和７年６月～１２月）

協協会会のの動動きき（（令令和和７７年年６６月月～～１１２２月月）） 

◎◎大大労労ククララブブ（（大大阪阪労労災災病病院院））  
 令和７年６月１６日（月） 
1.役員あいさつ 
・会長  （院長 平松直樹） 
・副会長 （協会長 深田幹雄） 

2.令和６年度決算報告 
3.講演：「アプレシエィティブ・ 

インクイリーとポジティブ・ 
メンタルヘルス」 

（講師：甲南大学 北居教授） 
 

◎◎小小委委員員会会（（堺堺・・職職場場のの健健康康づづくくりりフフ
ォォーーララムムににむむけけてて））  
令和７年６月２０日（金） 

 堺労働基準協会会議室  
 1.行政指導 

堺労働基準監督署 
森本健太 地方労働衛生専門官 

 2.日程９月２６日（金） 
 3.総合司会・開会挨拶・来賓挨拶 
  指差唱和担当 閉会挨拶等決定 
4.事例発表 2 事業所 

（日鉄鋼板㈱・㈱サンボウ） 
※参加人数７名 
 

◎◎””大大阪阪発発・・新新４４SS 運運動動””堺堺推推進進大大会会  
令和７年６月２４日（火） 

フェニーチェ堺 多目的室 

1.総合司会 後藤厚志 安全副部会長 

  2.開会挨拶  深田幹雄 会長 

3.来賓ご挨拶 堺労働基準監督署 
井手奈津美 署長 

 4.令和７年度全国安全週間要綱説明 
   講師：堺労働基準監督署 
   森本健太 地方労働衛生専門官      
5.事例発表 

1）ライオン㈱ 大阪工場  
チームリーダー 濱川行二様 

2)奥村組土木興業㈱ 堺工場 
安全担当 梅山純司様 

6.熱中症対策アンバサダーについて 
  大塚製薬㈱ 大阪営業所 

所長 本郷彰一様 
7.閉会挨拶 藤原直樹 安全部会長 

 8.指差唱和（ﾘｰﾀﾞｰ） 
山田貴史 安全部会員 

※参加人数 ４７社８１名 
 

◎◎小小委委員員会会（（ははささままれれ・・巻巻きき込込ままれれ  
災災害害防防止止研研修修会会ににむむけけてて））  

  令和７年７月１８日（金） 
 堺労働基準協会会議室  
1.行政指導 堺労働基準監督署 

森本健太 地方労働衛生専門官 
2.研修事業所 ㈱クボタ 堺製造所 
3.日程１０月８日（水） 

※参加人数１２名 
 

◎◎労労務務実実務務担担当当者者等等講講習習会会  

 令和７年７月２９日（火） 

 堺地方合同庁舎９階 

1.総合司会 宇都京文 総務部会 

2.開会挨拶 多田博資 総務副部会長 

3.来賓ご挨拶 堺労働基準監督署 

渡邊 敬 副署長 

 

4.知っておきたい熱中症 
堺労働基準監督署  
森本健太 地方労働衛生専門官 

5.「雇用保険制度改正等について」 
  大阪労働局職業安定部雇用保険課 

堀内圭吾課長補佐  
6.「職場におけるﾊﾗｽﾒﾝﾄ対策」 
「改正育児・介護休業法について」 

  大阪労働局雇用環境・均等部指導課 
       田中操子均等推進指導官 
         橋岡恵美指導主任           

※参加人数 ３４社４６名 
 

◎◎高高野野山山合合同同部部会会  
令和７年８月１日（金） 
堺労働基準協会会議室 
1.行政指導 堺労働基準監督署 

菊池賢太郎 安全衛生課長 
森本健太 地方労働衛生専門官 

2.アドバイザーの決定 
3.全体スケジュール内容確認 
4.講義時の内容確認(資料配布で講義) 
5.お寺さんのお話し（今年初企画） 

※参加人数２１名 
 
◎◎高高野野山山一一泊泊研研修修会会（（高高野野山山龍龍泉泉院院）） 

令和７年８月２６日(火)～２７日（水） 

【１日目】 

1.総合司会 行久達也 安全副部会長 

2.開会挨拶 藤原直樹 安全部会長 

3.龍泉院住職さんのお話し 

4.講演会 熱中症予防と対策について 
講師:大塚ウエルネスベンディング㈱ 
         高丸成樹 担当課長 

5.各分科会アドバイザー紹介 
【２日目】 
6.ご挨拶 深田幹雄 会長 
7.来賓ご挨拶 堺労働基準監督署 

井手奈津美 署長 
8.堺労働基準監督署のお話し 

    森本健太 地方労働衛生専門官 
9.分科会研修結果報告 
10.堺労働基準監督署の講評 

    菊池賢太郎 安全衛生課長 
11.閉会挨拶 桑原一彰 衛生部会長 
12.指差唱和 

※参加人数７０名 
 

◎◎堺堺・・職職場場のの健健康康づづくくりりフフォォーーララムム  
令和７年９月２６日（金） 

フェニーチェ堺 多目的室 

1.総合司会 髙橋竜也 衛生副部会長 

2.開会挨拶 深田幹雄 会長 

3.来賓ご挨拶 堺労働基準監督署 
井手奈津美 署長 

4.無災害記録表彰 進栄工業㈱様 

5.令和7年度全国労働衛生週間要綱説明 

   講師：堺労働基準監督署 

     高橋 勲 地方労働衛生専門官 

6.事例発表  

1）日鉄鋼板㈱ パネル建材製造所 

堺業務部 担当課長 田中雄一様 

 

      

2）㈱サンボウ 

取締役営業部長 柏 良治様 

7.特別講演 

 全国労働基準関係団体連合会 

     大阪府支部  蘆田信吾様 

8.閉会挨拶  桑原一彰 衛生部会長 

9.指差唱和（ﾘｰﾀﾞｰ） 

宮下直之 衛生副部会長 

10.ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ（参加 21 名） 

※参加人数 ３３社４９名 

  

◎◎働働くく女女性性のの研研修修会会  
令和７年１０月２日（木）  
1.開会挨拶  桑原一彰衛生部会長 

2.来賓挨拶  堺労働基準監督署 

   安全衛生課 菊池賢太郎 課長  

3.女性に関する労働法制について 

堺労働基準監督署 木村純子 監督官 

4.健康管理について 

大塚ウエルネスベンディング㈱ 

     大阪営業所 所長  佐藤隆史様 

  5.メンタルヘルス講習(ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議) 

    藤田医院 院長 藤田聖子先生 

 6.閉会挨拶  佐川隆治 副会長 

※参加人数 １３社２４名 
 

◎◎ははささままれれ・・巻巻きき込込ままれれ災災害害防防止止研研修修会会  
令和７年１０月８日（水） 

㈱クボタ 堺製造所 

1.司会 ㈱クボタ 瀧元利明 課長 

  2.開会挨拶 廣幡正則 事務局 

3.受入事業所挨拶 尾上彰洋 勤労部長 

4.行政指導 堺労働基準監督署 

 森本健太 地方労働衛生専門官 

  5.会社概要説明&安全衛生取組説明 

              山田貴史 安全衛生課員 

6.工場見学～質疑応答 

7.閉会挨拶 佐川隆治 副会長 

※参加人数 ２８社４３名 
  

◎◎堺堺労労働働基基準準協協会会役役員員（（理理事事））会会  

令和７年１１月２８日（金） 

フェニーチェ堺 多目的室 

1.開会挨拶   深田幹雄 会長 

 2.来賓ご挨拶 堺労働基準監督署 

井手奈津美 署長 

3.第１号議案 

1）行事・教育講習実施報告  

（令和７年４月～９月） 

2）各部会報告(総務･安全･衛生･臨海） 

  ＊各部会長報告 「承認」 

4.第２号議案 

令和７年度上期中間決算報告「承認」 

5.その他報告（会員入退会状況） 

R07.3.31  338 事業所 

入会 2 事業所、退会 4 事業所 

R07.9.30  336 事業所 

＊出席１６名、議長委任６名 

計２２名（役員・理事会成立） 

 （構成人員２２名） 
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〜〜〜令和７年度“大阪発・新４Ｓ運動”堺推進大会〜〜〜
　第９８回全国安全週間が全国で展開されました。堺管内では６月２４日（火）、フェニ
ーチェ堺　多目的室にて“大阪発・新４Ｓ運動“堺推進大会が開催されました。総合司会　
後藤厚志　安全副部会長（ダイキン工業㈱）の進行で始まり、堺労働基準協会　深田幹雄
　会長（堺化学工業㈱）、堺労働基準監督署　井手奈津美　署長より挨拶を頂きました、
続いて堺労働基準監督署　森本健太　地方労働衛生専門官より、全国安全週間実施要綱

の説明がありました。次の事例発表では、一例目に、ライオン㈱大阪工場　工場管理グループ　安全衛生防災チームリーダ
ー　濱川行二様より「非定常作業における個人スキル管理のシステム化」、二例目に、奥村組土木興行㈱プロダクト本部　
管理部　安全担当　梅山純司様より「我が社が取り組む安全活動について」発表がありました。その後、特別研修として、
大塚製薬㈱大阪営業所　所長　本郷彰一様より「熱中症対策アンバサダー制度について」ご説明がありました。閉会に当た
り、堺労働基準協会　藤原直樹　安全部会長（㈱クボタ）から挨拶があり、最後に、山田貴史　安全部会員（㈱クボタ）の
下、スローガン「多様な仲間と　築く安全　未来の職場」を全員で指差唱和して大会を閉会しました。

〜〜〜労務実務担当者等講習会〜〜〜

令和7年7月29日（火）、堺地方合同庁舎9階会議室において、令和７年度の第1回労務実務担
当者等講習会が開催されました。

この講習会は毎年2回開催されており、各事業場の労務担当者等が労働関係諸法令の知識を正
確に習得し、円滑な労務管理を実施することを目的としています。

当日は、堺労働基準監督署の渡邊 敬 副署長よりご挨拶をいただいた後、熱中症予防やハラス
メント対策、雇用保険制度および育児・介護休業法の改正などについて、多角的な視点からご講
義をいただきました。

労務関係は法改正が頻繁に行われ、日々の情報更新が欠かせませんが、各項目についてわかり
やすく丁寧にご説明いただき、大変有意義な講習会となりました。

〜〜〜令和７年度 第５６回高野山一泊研修会〜〜〜

　一昨年5年ぶりに開催しました伝統ある高野山一泊研修。昨年も8月26日27日の2日間龍
泉院で開催しました。会員事業所各社様ご協力のもと70名の方に参加いただきました。龍
泉院の住職様による高野山と龍泉院についての大変興味深いお話しで研修会が始まり、大

塚ウエルネスベンディング㈱様による「熱中症予防と対策」についての講演がありました。
　その後、各分科会に分かれ安全衛生に関するテーマについて業種や年齢層の異なるメンバーが、各社や各職場の悩み・問題点
についてグループディスカッションを行いました。
　夜の懇親会では、各部屋でお酒を飲みながら、共通の趣味等の話題で盛り上がり和気藹々と交流を深めることが出来ました。
　2日目は朝6時から本堂での朝行で心身ともに清められたあと、昨日ディスカッションした内容を全員で確認し、各人が職場
に持ち帰り安全衛生の取り組みに活用することを話し合いました。天候に恵まれた高野山を散策する班もあり有意義な時間を過
ごしました。
その後、堺労働基準協会 深田幹雄 会長、堺労働基準監督署 井手奈津美 署長のご挨拶を頂き、続いて堺労働基準監督署の森本 
健太 地方労働衛生専門官よる監督署からのお話がありました。
昼食を挟み、各班でまとめた結果の報告があり、堺労働基準監督署 菊池 賢太郎 課長より結果報告と研修会についてのご講評を
いただきました。最後はリーダーによる指差唱和で研修会の閉会となりました。
参加者の積極的な交流により有意義な研修会にすることが出来ました。今回アンケートで回答いただいた意見を参考に、更に充
実した高野山研修を目指してまいりたいと思います。
ご協力ありがとうございました。
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昨年９月１７日（水）に第２１回堺労働基準協会親睦ゴルフ大会が開催されました。
当協会の行事関係で欠かすことのできない大切な行事です。それは「人とのつながり
を強化」、更には「コミュニケーション」を図れる場として継続し実行されている伝
統的な行事です。この「親睦ゴルフ大会」は、人とのつながりやコミュニケーション
は勿論ですが、日々のストレス解消としても、とても効果の高い価値ある行事の一つ
です。ストレスを解消させる方法は人によって様々ありますが、新鮮な空気、広大な
敷地の中、ゴルフといったスポーツを通じスコアもあまり意識せず、結果に左右され

ることなく楽しくラウンドすることで、必ずやストレス解消につながります。協会会員の皆様、親睦ゴルフを通じて会員間のコ
ミュニケーション力アップと個人的なストレス解消に是非お役立てください。

堺・職場の健康づくりフォーラムが、令和7年9月26日(金)にフェニーチェ堺で開催されまし
た。開会挨拶、来賓ご挨拶のあと、進栄工業㈱様の第五類無災害記録証授与が行われ、続いて
堺労働基準監督署より、第76回全国労働衛生週間要綱の内容について具体的な説明がありま
した。事例発表では、日鉄鋼板㈱の田中雄一様より「日鉄鋼板株式会社の健康経営の取組みに
ついて」について、㈱サンボウの柏良治様より「安全衛生への取組み ～熱中症対策～」をテ

ーマに事例発表がありました。いずれの事例も職場における健康増進のための活動内容であり、各企業の活動に役立つ内容でし
た。特別講演では、全国労働基準関係団体連合会の蘆田信吾様を講師にお招きし、「受動喫煙防止セミナー」というテーマでご
講演いただきました。最後に、参加者全員で「ワーク・ライフ・バランスに意識を向けて ストレスチェックで健康職場」を唱
和してフォーラムを終了しました。閉会後の意見交換会では新たな取組みとして、労働衛生に関するいくつかのテーマに基づく
グループディスカッションが行われ、各事業場間の意見交換で大いに盛り上がりました。

〜〜〜働く女性の研修会〜〜〜
令和7年10月2日（木）、堺労働基準協会にて「働く女性の研修会」が開催されまし

た。開会挨拶と来賓のご挨拶に続き、堺労働基準監督署の木村純子労働基準監督官よ
り、女性に関連する労働法制や女性活躍推進法について、分かりやすくご説明いただき
ました。続いて、大塚ウエルネスベンディング㈱様より、大豆由来成分「エクオール」
が女性の健康に与える効果についてご紹介いただきました。午後は藤田医院の藤田聖子先生を講師に迎え、グループ討議を含む
メンタルヘルスをテーマに三部構成の講習が行われました。ストレスとの向き合い方、上司としての傾聴の姿勢、ハラスメント
と部下への関わり方など、参加者にとって多くの気づきと学びが得られる有意義な研修会となりました。

　　　〜〜〜はさまれ・巻き込まれ災害防止研修会〜〜〜

　　　〜〜〜堺・職場の健康づくりフォーラム〜〜〜

〜〜〜親睦ゴルフ大会〜〜〜

　令和７年１０月8日（水）株式会社クボタ堺製造所にて堺労働基準協会主催「挟まれ・巻き込ま
れ」災害防止研修会を実施しました。参加者は堺労働基準監督署および協会関係者を含む計43名
でした。研修は、堺労働基準監督署 菊池 賢太郎 安全衛生課長 による行政指導から始まり、堺製
造所の安全衛生に関する取り組み状況の説明を行った後、現場見学を通じて具体的な安全対策を
学ぶ内容でした。見学は3つの班に分かれ、各職場で取り組んでいる活動を紹介頂きました。RAトレーニングルームでは、「危
険源の同定」と「予見し得る不安全行動」の接点をリスクアセスメントできる人材の育成を目的とした模擬ラインを使用した実
践的なトレーニング方法について紹介頂きました。エンジン生産ラインでは、フットペダルの起動スイッチを両手押ボタン起動
に変更したことで遊び手をなくすことによる挟まれ防止対策を見学しました。プレスラインでは、ロックアウトシステムのモデ
ル工程を構築し、導入・徹底・定着化を推進し、課全体に展開する取り組みについて説明頂きました。見学後には意見交換が行
われ、参加者からは安全対策の重要性を再認識したとの声が多く聞かれました。研修を通じて、参加者は災害防止の意識を高め
ることができ、大変有意義な時間となりました。
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堺労動基準協会（℡ 072-233-5396）
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堀富商工株式会社堀富商 株式会社

災害時、応急給水組立式タンク

ホホリリフフトトウウォォーータターー

備蓄倉庫での使用例

お問い合わせは・・・ SSiinnccee 11888855

スペース比較例

2200台台ででのの必必要要床床面面積積　
1133..6699㎡㎡（（22段段積積みみ））

幅幅22..3344MM　XX　奥奥行行55..8855MM

2200台台ででのの必必要要床床面面積積　
22..6600㎡㎡（（1100段段積積みみ））   

幅幅22..2288MM　XX　奥奥行行11..1144MM

据え置き型タンクと比べると約 のスペースで収納可能！

据据ええ置置きき型型タタンンクク11000000LLのの場場合合

（（幅幅））2.34M

2.04M

（（奥奥行行））5.85M 1.76M

ホホリリフフトトウウォォーータターーのの場場合合

備蓄倉庫で縦置きした場合の必要床面積
幅0.23M X 奥行1.14M X 高さ1.14M
※縦置きする際は専用ベルト必要

災害時に備える
応急給水システム

ホリフトウォーター優位性（特徴）

軽量で組立て簡単

衛生的な仕組み
（厚労省告示第 号食品衛生法に適合）

保管時に省スペース

堀堀富富商商工工株株式式会会社社

大阪府堺市西区浜寺石津町東３-５-２３
TEL：（072）241-3821 FAX：（072）241-3822

（（奥奥行行））1.14M

（（幅幅））2.28M

堺市堺区海山町5丁176の6号 〒590-0982
電　話　  0 7 2（ 2 2 8 ）5 2 7 7（代）

働く人々の安全に奉仕する
　　　これがミドリグループです。
安全・衛生保護具、環境衛生器具、
作業服、電気安全機器等すべての
　安全に関する総合メーカーです。

一般作業用安全靴　男女作業服　静電服
　軽作業用安全靴　男女事務服　耐酸服
　重作業用安全靴　不燃作業服　防寒服
熱場作業用安全靴
ヘルメット　安全帯　各種電気測定器
メガネ　耳栓　防熱衣　　工場環境改善機器
マスク　脚絆　標識　防災面　手袋　雨合羽

〈営業品目〉

ミドリ安全堺株式会社

人間ドック健診
生活習慣病健診
定期健康診断
特殊健康診断

内 科 、呼吸器内科
消化器内科､循環器内科
（ 保 険 診 療 ）

一般財団法人　大阪府結核予防会

〒590-0028
堺市堺区三国ヶ丘御幸通５９
　南海堺東ビル８階
　南海堺東駅クリニックセンター内
　　　　　電話(072)221－5515㈹
　　　　   （水曜及び祝日は休診)
　　　　　 　　　 （土・日 診療)

５
０
周
年
を
超
え
て
、私
た
ち
は
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ

「
新
生
活
応
援
企
業
」

　
お
客
様
の
新
生
活
を
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト

　
新
生
活
サ
ポ
ー
ト
の
プ
ロ
と
し
て

　
私
た
ち
は
あ
ゆ
み
続
け
ま
す

巡回検診車による
  一般健康診断
  特殊健康診断
  生活習慣病予防検診

産業医の派遣及び紹介
　健康診断機関名簿登載
    （登載番号41-27-07）
　労働基準協会・産業会・
　健保組合等各種団体指定
　大阪府検診精度研究協議会

いながきクリニック集検部
　〒557-0045
大阪市西成区玉出西2丁目1番5号 4F
　TEL  06-6661-8827
　FAX 06-6651-5363

堺地域産業保健センターの　　　　健康サポート堺市医師会
堺市内で従業員50人未満の事業場・従業員の方を対象に産業医による下記のサービスを行っています

健康相談窓口

個別訪問産業保健指導

働き盛り層のメンタルヘルスケア支援事業
毎週火曜日＋第1・3土曜日＋第３木曜日の開催。 こころの病についての知識や初歩的な対処法など、

個別相談会の実施。
（午後6時30分～午後8時30分）第２木曜日

事業場を訪問し、従業員の健診後の保健指導、健康相
談、職場を巡視し、作業環境等についての指導、助言。

長時間労働者への面接指導
こころのトラブル、健康障害を引起すことが多い、
過重労働者に対し面接指導。

堺市医師会内

TEL 072－221－2330
堺 地 域 産 業 保 健 セ ン タ ー

http://www.sakai-med.jp/sanpo/index.cgi
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【非売品】

【 編集後記 】
　新年あけましておめでとうございます。2026年が始まりました。今年も「安全第一・健康第一」で、安心して働ける職場づ
くりを進めていきましょう。昨年は現場で働く女性の姿が増え、多様な立場やライフスタイルを尊重した安全衛生の取り組みが
広がりました。育児や介護など、誰もが直面するライフイベントに配慮した環境づくりが、働きやすさにもつながっています。
堺労働基準協会では、研修会やフォーラムを通じて、現場の声を大切にした実践的な活動を展開しています。今年も皆さんの職
場に役立つ情報をお届けできるように努めてまいります。（Ｋ、Ｋ）

【表紙写真】明治36年（1903年）第５回内国
勧業博覧会の際に設置されましたが、その後臨
海工業地帯の建設や第２室戸台風の影響などで
解体撤去。平成12年（2000年）７月、堺旧港周
辺が世界民族芸能祭「ワッショイ！2000年」の
会場となった時に、市政110周年記念事業とし
て、北波止場突堤の付け根に復元建設された。


